
「勝山市世界遺産フォーラム2009」

このフォーラムでは、基調講演とパネル

ディスカッションを行い、先進地の取り組み

を参考にしながら、世界遺産登録を目指す

平泉寺の今後の方向性をさぐりました。

西村幸夫先生(東京大学教授)は、「世界

遺産への活動は、地域をよく知り、その魅

力を高めるきっかけになる」とお話しされ

ました。内容は盛りだくさんですので、今後

このコーナーで少しずつ取り上げていきた

いと思います。 《次号へ続く》

世 界 遺 産 へ 向 け て
ほ っ と
いっぷく

平 泉 寺 こ ぼ れ 話

～第６話～

平泉寺と一乗谷（その５）

「大野郡司の朝倉景鏡、平泉寺へ」

平泉寺の力を頼って大野まで落ち

延びてきた戦国大名朝倉義景でした
よし かげ

が、いとこで大野郡司の景 鏡の裏切
かげあきら

りにより、命を落とすことになります。

ここに越前朝倉氏の直系は途絶える

ことになりました。

主君義景を自害に追い込んだ景鏡

でしたが、身の危険を感じ平泉寺に逃

げ込みます。景鏡を平泉寺に誘ったの

は、八千石を知行すると言われた飛鳥

井宝光院であったようです。景鏡は、

平泉寺南谷の「城山」または「朝倉台」

と言われる所に入り、いくさ奉行とな

りました。平泉寺が一向一揆の攻撃を

受ける２か月前のことでした…。

《次号へ続く》

④ ①

今月の15日、勝山ニューホ

テルで「勝山市世界遺産フォ

ーラム2009」が開かれ、市内

外から約150名の方が参加さ フォーラムの目的・内容

れました。 講演内容

同時に、ニューホテルの1階

ロビーでは、平泉寺の発掘調

査で出土した遺物や写真を展

示しました。また、２階ロビーで

は、泰澄による開基、全盛期、一向一揆との戦い、焼き討

ちからの復興という平泉寺800年の歴史を、絵と文章で

パネルをつくり、展示しました。 (４ページに続く…)

今号の内容

特集 園地(調整池)

の整備（②、③面）

連載
◎世界遺産へ向けて
◎平泉寺こぼれ話～第６話～
◎発掘現場通信
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下水道管布設工事
にともなう試掘調査のお礼

３月３日より、平泉寺区で行っておりました下水道管布設工事にともなう試掘調査は、

３月16日をもちまして終了いたしました。調査中は、通行などたいへんご不便をおかけ

し、まことに申し訳ございませんでした。ご協力いただきましたこと感謝申し上げます。

今後は、試掘調査で得られましたデータをもとに、

下水道管布設に向けまして具体的に計画を進め

ていきたいと考えております。

左の写真は、宗像神社の南側道路で見つかった

石畳道です。現在の道の下を掘ると、南谷三千六

百坊跡の「坊中（ぼうじ）」で発掘されているのと

同じような石畳道が姿を現しました。

西村教授は世界文化遺産の考え方をわかりやすく話されました。

「絵で見る平泉寺800年の歴史」をパネル展示しました。

平泉寺の発掘調査で出土した

品々や写真を展示しました。

先進地に学ぼう！－世界遺産フォーラムが行われました－



② ③

園地(調整池)の整備は、南谷三千六百坊跡の東側で

計画されています(下図の緑色の線で囲った部分)。この

整備は、大雨の時にたくさんの雨水が集落内に流れ込ん

で、危険な状態になるのを防ぐために行います。

それでは、園地整備はどのような工事を

するのでしょうか。整備地のいちばん北東角

には、大きなため池があります。『平泉寺か

わら版』No.2とNo.３の〝発掘現場通信〟で

ご紹介しました西蓮院推定地の北側にあた
さ い れ ん い ん

ります。そして西蓮院推定地の西側には５段

の水田跡があります。大雨の時には、これら

で雨水をうけとめた後、ゆっくりと下流に流

していけるような園地や水路の整備を行い

ます。

また、西蓮院推定地からながめる

と、平泉寺の南谷坊院跡が一望で

き、雛壇状に造成されたお坊さんの
ひ な だ ん じよう

屋敷の様子がよく分かります。さら

に遠く西側をながめると、遅羽町の

山並みや、鹿谷町とお隣の永平寺

町との境にある経ヶ岳もきれいに

見えます。このすばらしい景色をな

がめることができるような散策コ

ースも考えています。

平泉寺総合整備最前線！ ～その５・園地(調整池)の整備～

整備予定地の写真

園地整備予定地

ビューポイントの写真

西蓮院推定地から南谷を望む

発掘現場通信 ～調査のポイント～

西蓮院推定地から出土した貴重な陶磁器
さ い れ ん い ん

今回は、今年度調査しておりました西蓮院推定地よ

り出土した中国製陶磁器の壺をご紹介します。わずか

３㎝ほどの小さい破片ですが、細長い葉っぱの絵が描

かれていることがわかります。これは、口がラッパの

ように広がる壺の首の部分(右復元想像図の青線で

囲った部分)であると思われます。このような形の壺は、当時もたいへん珍しく貴重なも

のとして大切にされていました。つくられた時代は、中国明代のはじめ(14世紀おわり～15
み ん

世紀はじめ)ごろです。平泉寺の経済力や文化を表現するもののひとつといえます。

５枚の平坦地(水田跡)を

利用した調整池

南谷を一望できる

ビューポイント
安全に水を流すた

めに水路を修復

脱色アスファルト

で舗装する散策路

左：壺の破片 右：復元想像図

整備予定地の写真

自然いっぱいの西蓮院推定地ため池

西蓮院推定地


